
 

 

令和７年度 

事 業 報 告 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人矢板市社会福祉協議会 

 

 



- 1 - 

 

令和７年度社会福祉法人矢板市社会福祉協議会事業報告 

１．理事会・評議員会等の開催状況 

（１）理事会 

開催日時・場 所 議               事 

令和７年６月１３日 

１５時～１６時３０分 

場所：泉きずな館 

 

議案第１号 令和６年度社会福祉法人矢板市社会福祉協議会事業 

報告について 

議案第２号 令和６年度社会福祉法人矢板市社会福祉協議会収支 

決算について 

【監査報告】 

議案第３号 社会福祉法人矢板市社会福祉協議会評議員会の開催 

及び提出議案について 

議案第４号 社会福祉法人矢板市社会福祉協議会評議員選任・解 

任委員の選任について 

議案第５号 社会福祉法人矢板市社会福祉協議会評議員選任候補 

者の推薦について 

議案第６号 社会福祉法人矢板市社会福祉協議会評議員選任・解 

任委員会の開催について 

令和７年６月３０日                          

１６時～１６時２０分 

場所：泉きずな館 

議案第１号 社会福祉法人矢板市社会福祉協議会会長、副会長及び 

常務理事の選定について 

令和８年３月１１日 

１４時～１５時３０分 

場所：泉きずな館 

議案第１号 令和８年度社会福祉法人矢板市社会福祉協議会事業 

計画（案）について 

議案第２号 令和８年度社会福祉法人矢板市社会福祉協議会収支 

予算（案）について 

議案第３号 補償契約及び役員等賠償責任保険の契約について 

議案第４号 社会福祉法人矢板市社会福祉協議会評議員会の開催 

及び提出議案について 

 

（２）評議員会 

開催日時・場 所 議               事 

令和７年６月３０日 

１４時～１５時２５分 

場所：泉きずな館 

議案第１号 令和６年度矢板市社会福祉協議会事業報告について 

議案第２号 令和６年度矢板市社会福祉協議会収支決算について 

      【監 査 報 告】 

議案第３号 矢板市社会福祉協議会役員の選任について 

令和８年３月２４日 

９時～１０時３０分 

場所：泉きずな館 

議案第１号  令和８年度社会福祉法人矢板市社会福祉協議会事業 

計画（案）について 

議案第２号 令和８年度社会福祉法人矢板市社会福祉協議会収支 

予算（案）について 

議案第３号 社会福祉法人矢板市社会福祉協議会役員の選任につ 

いて  

議案第４号 令和７年度社会福祉法人矢板市社会福祉協議会補正 

予算第１号について 
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（３）監 査 

開催日時・場 所 監    査    内    容 

令和７年５月２７日 

１０時～１１時 

場所：泉きずな館 

令和６年度事業執行状況について 

令和６年度収支決算について 

 

（４）評議員選任・解任委員会 

開催日時・場 所 監    査    内    容 

令和７年６月１６日 

１０時～１０時３０分 

場所：泉きずな館 

議案第１号 評議員の選任について 

 

２．低所得者福祉対策 

（１）小口資金「社会福祉金庫」の貸付          （単位：円） 

件   数 金        額 

０件 ０ 

 

（２）善意銀行援護資金の貸付              （単位：円） 

件   数 金        額 

３０件    ５７０，０００ 

 

（３）高額療養費の貸付                 （単位：円） 

件   数 金        額 

０件     ０ 

 

（４）生活福祉資金特例貸付フォローアップ支援事業（決算額：７，４６１，７４１円） 

   生活福祉資金の特例貸付（新型コロナウィルス感染症の影響により、収入の減少や失業等

により生活に困窮した世帯への貸付）の借り受け人への生活再建等に向けたフォローアップ

支援を行った。 

① 償還猶予期間中の借受人へのフォローアップ支援回数（延べ）９３回、１２０時間 

② 矢板市社協による見守り支援 ９人、償還猶予を行った借受人 ９人  

③ 未応答､償還困難な借受人へのフォローアップ支援回数(延べ）６６９回､３，３６８時間 

④ 償還免除申請書作成借受人０人、償還猶予申請０人、少額･増額返済申請５人 

⑤ 償還免除を行った借受人への支援 （延べ）６１３回、２，５８０時間 

    

（５）生活困窮者自立支援事業 （決算額：１６，９３０，５２０円） 

生活困窮者の自立に向け、本人の状況に応じた包括的かつ継続的な相談支援等を行った。 

  相談受付総件数  １５６件   プラン作成件数 １８件 

（うち就労プラン作成件数１３件 ⇒ 一般就労者数７件 増収者数０件） 
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（６）キッチンやいた事業 

生活困窮者の支援のために、農家等米や野菜の生産者が寄附登録し生活困窮者の支援のた

めに必要に応じて登録者から提供を受け食料を配付した。 

（提供件数には、善意銀行預託品の払出を含む） 

 登録者数   ６名 

 提供件数 １５１件（米、野菜、もち、調味料等） 

   

３．心身障がい者福祉対策 

（１）声の広報 

ボランティアグループ「さざ波」（１３名）の協力を得て、広報やいた、社協だより、市議

会だよりをＣＤに収録し、視覚障がい者や施設入所者（５名）に配付した。 

 

（２）矢板市手話奉仕員養成研修事業 （決算額：９９６，３２１円） 

   手話の基礎知識を習得し、健聴者と聴覚障がい者の意思の疎通と相互の理解を深め、聴覚

障がい者の福祉増進を図り、さらに高度な手話知識を習得することで、意思疎通者の養成に

繋がることを目的に開催した。７名の受講者が修了した。 

 

（３）矢板市障がい福祉ボランティア育成講座 （決算額：５１,５００円） 

    矢板市障がい者福祉ボランティア育成講座受講者を対象に、障がい者福祉に関する知識

や市の各種事業の現状について学ぶ機会を提供し､福祉やボランティア活動への理解を深

めることができるボランティア育成講座を開催した。（修了者１０名） 

 

４．高齢者福祉対策 

（１）生活支援体制整備事業 （決算額：１５，４７６，２８９円） 

①生活支援体制づくり 

市の委託を受け、地域における生活支援や介護予防サービスの充実・強化を図るため、第

２層協議体の運営（毎月開催）と地域の生活支援ニーズ及び資源の把握、担い手の発掘、マ

ッチングなどを行い、高齢になっても安心して暮らし続けられるよう、支え合い体制づくり

を行った。（生活支援コーディネーター４名配置） 

  ②介護サポーター入門講座（介護に関する入門的研修）の開催 

地域における多様な介護人材を確保するため、基本的な知識・技術を学ぶ講座（８回講座、 

計２４時間）を開催し、受講者６名が修了した。 

③サロンなどの居場所活動の支援 

令和７年度には高齢者の集いの場であるサロンを新たに３か所立ち上げ支援を行った。サ

ロン活動を支援するために、出前講座（２９回）を行った。また、きらきらサロンマップを

作成し、広く高齢者にサロン情報の提供を行った。 

④支え合いマップづくりや見守り活動への取組み 

・R7.6荒井行政区による見守り活動(対面型)実施及び支え合いマップの作成 

・R7.8下伊佐野行政区にあるほほ笑み会（きらきらサロン）による日常的な外からの見守り

を実施し、見守りカレンダーに記入及び支え合いマップの作成。 
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（２）やいた元気シニア地域活動応援ポイント事業 （決算額：４，３２４，９３０円） 

   市の委託を受け、高齢者の社会参加や健康づくり、生きがいづくりを応援するため、地域

ボランティア活動（１時間以上の活動につき２ポイント）、健康づくり活動（１時間以上の

活動につき１ポイント）に取り組んだ実績に応じてポイントを付与するボランティアポイン

ト事業を実施した。 

   ・活動拠点 ８５ヶ所（介護保険施設、シニアクラブ、きらきらサロン等） 

   ・活動登録者 にこにこメイト：１，１２６名 

きらりんサポーター：１５１名 

   ・交換ポイント合計 ３９，１８４ポイント 

   ・きらりんサポーター登録者への養成講座を実施 

 

（３）高齢者等給食サービス （決算額：１，８７４，８９６円） 

ひとり暮らし高齢者、高齢者夫婦世帯等を対象に、給食ボランティアの協力によりお弁当

を届け、安否確認を行った。 

① 受給対象者 ７０名 

② 配 食 回 数 週２回（火曜・木曜）延べ９８回 年間延食数３，３１５食 

③ 調理ボランティア ７２名 

④ 配送ボランティア ４８名 

・ボランティアグループ「みんな輪になろう会」の絵手紙配付 

・食材提供ボランティアから提供を受け、給食に活用 

 

（４）ひとり暮らし高齢者愛の訪問事業 （決算額：２８８，０５０円） 

市内に居住する８０歳以上のひとり暮らしの高齢者を対象に、乳酸菌飲料を配付し、安否

確認を行った。 

    実利用者 ３９名（令和８年３月３１日現在） 延べ訪問回数 ４，１１５回 

 

（５）泉常設型サロン事業『いこいず』 （決算額：７，０２７，３４０円） 

①開 館 日  月曜日～金曜日（休館日：土日、祝祭日、お盆、年末年始） 

②開館時間 午前９時～午後４時まで 

③指 導 員 ２名 

④主な行事 体操教室、ダンス教室、グラウンドゴルフ、ニュースポーツ、 

うたごえ喫茶、サロン農園、e スポーツ、お菓子つくり、脳トレ教室、 

手芸、小物作り、ラージボール卓球、絵手紙、折り紙など 

⑤来館者数 ７，２８５名 

 

（６）移動支援事業（送迎サービス） （決算額：１，１９１，３６４円） 

   泉常設型サロンを利用される泉地区の方で、サロンまでの交通手段のない方の送迎事業を

行った。 

   運転ボランティア登録者数 １０名 

   利用者登録数 ９名  年間利用者延べ人数 ９３名 
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（７）リフト付きワゴン車貸出し事業 （決算額：４１０，２１１円） 

身体が不自由な方や高齢者等の療育訓練、入退院、各種研修会への参加、レクリエーショ

ン等への参加など、社会参加の拡大を支援するため、車椅子やストレッチャーのまま乗車で

きるリフト付きワゴン車の貸出し事業を行った。 

車 種 件 数 内  訳 

軽ワゴン １１５件 病院利用 ６９件  その他 ４６件 

バ  ン  ２７件 病院利用 ２０件  その他  ７件 

計 １４２件  

 

（８）高齢者福祉機器の貸出し   車椅子の無料貸出し ６５件 

 

（９）介護用品支給事業 （決算額：１，７５５，６５０円） 

在宅で要介護４、５の寝たきり高齢者、重度心身障がい児者等に、紙おむつ等支給券 

（２，０００円／月）を給付し、在宅福祉の向上に努めた。  受給者 １２９名 

 

（10）ごみ出し支援事業 （決算額：２１９，５２１円） 

  家庭ごみをステーションまで搬出することが困難な高齢者世帯又は障がい者世帯に対して 

支援することで安否確認もでき、地域で安心して自立した生活の実現を目指す。 

 利用料収入 ８９，７００円 

 

５．児童、母子父子福祉対策 

 

（１）児童館（子ども未来館）の管理運営 （決算額：１７，８０２，７８９円） 

 次世代の矢板市を担う子どもたちが、健康で創造力のある心豊かな人間に成長できるよ 

  う各種行事や健全な遊びの場を提供することを目的に開館。指定管理者として管理運営し、 

  児童の育成に努めた。 

   ・開館時間 午前９時～午後６時まで（学習室のみ午後７時４５分まで） 

毎週月曜日・毎月第３日曜日・年末年始は休館 

・指 導 員 常勤２名 非常勤４名 

・主な行事 季節の製作、季節行事、絵本の読み聞かせ、測定、クッキング、館外遠足、 

テーブルゲーム大会、未来館まつり、防災まつり等 

・年間利用者数 ２３，３１８名（クール制上の利用者数：４８，０８３名） 

 

（２）放課後児童対策「矢板市学童保育館」の管理運営 （決算額：３７，２５４，４６９円） 

保護者等が労働等により放課後家庭にいない児童を対象に、必要な生活習慣、遊び等を学

習する場を提供し、健全育成に努めた。 

①開設場所  矢板小学童保育館     ６７名  （令和７年５月１日現在） 

矢板小第二学童保育館  ３１名 

東小学童保育館     ６６名 

安沢小学童保育館    １４名   保育児童数  計２０６名 

泉小学童保育館     ２８名 
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②保育時間 通常時 月曜日から金曜日 下校時から午後７時まで 

土曜日、長期休み（春、夏、秋、冬休み） 

上記は午前７時３０分から午後７時まで  

③放課後児童支援員研修会（１名） 

④交通安全教室の開催（夏休み） 

⑤主任指導員定例会議の開催（年７回） 

 

６．重層的支援体制整備事業 （決算額：５，７８８，８３９円） 

地域住民の複合化・複雑化した支援ニーズに対応すべく対象者の属性を問わない福祉総合相

談窓口業務の設置・運営を行った。 

  相談件数 １９７件   新規件数 ５７件  再相談件数 １４０件 

（内訳：他支援機関につないだ件数１４０件、終結件数１０６件） 

 

７．日常生活自立支援事業 （決算額：３，０８１，６３８円） 

高齢者や障がいのある方の権利と財産を守り、地域で安心して自立した生活が送れるよう、

暮らしや福祉などに関する相談、支援を行った。 

  相談件数 ３０１件 新規契約件数１２件（実利用件数２６件） 解約件数 ７件 

 

８．福祉教育の推進 

（１）福祉教育推進費の交付 （決算額：３８１，８７１円） 

児童、生徒の福祉に対する理解と関心を高めるために、市内小中学校８校及び高等学校１

校を対象に福祉教育推進費を交付した。 

・地域貢献活動（施設利用者への贈物の作成、花苗の配付、施設へのプランター寄贈） 

・福祉体験学習（高齢者疑似体験、車いす体験など） 

   ・福祉知識習得（福祉に関する講座や障がい者スポーツ体験） 

 

（２）ボランティアサマースクールの開催 

中学生及び高校生を対象として、ボランティア活動への参加や災害時におけるボランティ

ア活動の内容を取り入れたサマースクールを開催した。（参加者３３名） 

 

（３）福祉のこころ推進校の認定 

   小中高等学校と連携した福祉教育の推進を目的に、地域福祉活動に取り組んでいる学校を 

福祉のこころ推進校に認定している。認定校等を対象に、福祉出前講座を実施した。また、 

認定校以外の福祉教育を推進するため、市内教育機関へ出前講座を実施した。 

・認定校：矢板高等学校  

・内 容：思いやり講座、ボッチャ体験講座等 

 

（４）福祉啓発作品の募集 

   小中高校生を対象に、福祉について考えるきっかけづくりとするため、福祉に関する標語

を募集。入賞作品を社協だよりで発表し、福祉啓発活動に取り組んだ。 
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９．ボランティア活動の推進 （決算額：１１９，４３５円） 

ボランティア活動を支援するため、ボランティア保険に加入した。 

保険内容 賠償責任保険 １事故につき２億円 

傷害保険  死亡 １，０００万円 入院 １日４，７５０円  

通院 １日２，５００円   加入者数 ３２６名 

 

10．不要入れ歯回収事業 （収入額：１５，８３３円） 

使用金属を換金することにより資源の再利用とその益金を有効活用することを目的とし、不

要入れ歯を回収している。（換金された金額の４０％が社会福祉協議会に寄付され、残り６０％

から NPO 法人日本入れ歯リサイクル協会の経費を差し引いた残額が日本ユニセフ協会へ）。 

設置場所 矢板市泉きずな館、矢板市役所（社会福祉課）、矢板公民館の３箇所 

 

11．法人後見事業の推進 （決算額：７，５８７，１４８円） 

当協議会が法人として成年後見人となり、後見支援活動を行った。また、成年後見相談会開

催や市民後見推進講座を開催し、権利擁護事業に取り組んだ。 

①法人後見人  

・受 任 件 数 １件（支援内容：金銭管理、身上監護、不動産管理等） 

    ・運営委員会 １回（書面開催） 

   ②成年後見相談会  

  ・開催日時 奇数月第３水曜日 午前１０時～１２時（年６回開催） 

・取扱件数 １５件 

   ③市民後見推進講座 

    ・開催実績 ３回（延受講者３１人） 

    ・内  容 司法書士や社会福祉士を講師とし、受講者が市民後見活動に取り組む 

きっかけとなるよう、成年後見に関する講座を開催した。 

 

12．広報活動 （決算額：１，０１５，０１５円） 

社協についての理解を深めるために「社協だより」を発行した。 

・年３回（７月、１２月、３月）発行 全戸配布 

・広報委員会の開催（年３回） 

 

13．心配ごと相談所の開設 （決算額：２１３，９３６円） 

・開設日時 毎週火曜日（第２火曜日、祝日を除く）午前９時～１２時（３７回開設） 

  ・相 談 員 １６名 （民生委員・児童委員） 

・取扱件数  １４件 内訳：住宅３件 家族３件 精神衛生１件 人権・法律２件 

財産１件 事故１件 苦情１件 その他２件 

  

14．弁護士による無料法律相談 （決算額 ６００，０００円） 

・開催日時 毎月第３木曜日 午前９時～１２時（１２回開催） 

・取扱件数 ５４件（内訳：財産/相続、家族問題、対人関係など） 
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15．募金活動 

（１）共同募金                           （単位：円） 

区    別 募 金 額 備       考 

戸 別 募 金 ３,４４９,９０６ ６５行政区 

職 域 募 金 ２７,３８４ ２５件 

法 人 募 金 ３０３,７８３ ７６件 

個 人 募 金 ６,５００ ２件 

そ の 他 の 募 金 １０１,３９６ 募金箱、自動販売機募金等 

計 ３,８８８,９６９  

 

（２）歳末たすけあい募金 

収 入                              （単位：円） 

項     目 募 金 額 備       考 

戸 別 募 金 １,８０３,１８４ ６５行政区 

そ の 他 ６,４０９ ネット募金、利息等 

県共同募金配分金 ４,１８３,０１９ 剰余金 

計 ５,９９２,６１２  

支 出                              （単位：円） 

項     目 金   額 備       考 

歳末たすけあい見舞金 ６６２,９３０ ３７世帯５２名 

福祉のつどい開催事業 ２,６２１ 表彰者個人４名、１団体 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動団体への助成 ３３６,０８０ １２団体 

地 域 福 祉 配 分 事 業 ９７３,０００ 移動支援事業等 

県 共 同 募 金 会 送 金 額 ４,０１７,９８１ 剰余金 

計 ５,９９２,６１２  

※歳末たすけあい見舞金は、1 世帯 16,000 円を基本額とし、１人増えるごとに 2,000 円を 

増額して配分し、併せて食料品の配布も行った。 

 

16．自主財源の確保 

◎矢板市地域福祉振興基金（高原基金） 昭和６１年度～ 

◇ 令和６年度末基金総額       ３２５，２１６，８１８円 

◇ 令和７年度実績額           ５，９０９，６５７円 

内 訳 １．民間寄付金  １４件     ２２１，６５７円 

２．運 用 益        ５，６８８，０００円 

 

寄付受入状況                          （単位：円） 

月 件 数 金     額 月 件 数 金     額 

４月 １件 ５００ １０月 ０件 ０ 

５月 ０件 ０ １１月 ２件 ２２，８４０ 

６月 ２件 １６，４００ １２月 ６件 １１１，３８８ 

７月 １件   ８，８２９  １月  ０件 ０ 

８月 ０件 ０  ２月  ０件          ０ 

９月 １件  ５，０００  ３月  １件  ５６，７００ 

 計 １４件 ２２１，６５７ 
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○矢板市地域福祉振興基金（高原基金）購入債権一覧（運用状況）     ＳＭＢＣ日興証券 

証券名 

 

証券明細等 

利付国債第１２１回 

２０年  １．９％ 

 

利付国債第１３１回 

２０年  １．７％ 

 

※既発債の場合、利息

支払い期日までの経過

利息は、債権を買った

もの（買手）が売手に

支払い、買手は利息支

払い期日に半年分の利

息を受領する。 

買入日・単価 

買入額 

H22.11.19・100.000 

277,000,000円 

H23.11.22・100.000 

25,000,000円 

額面 277,000,000円 25,000,000円 

償還満期日 ２０３０．９．２０ ２０３１．９．２０ 

年間利子   5,263,000円   425,000円 

債権額面総額：277,000千円(国債)＋25,000千円(国債)＝302,000千円 

 

17．各種講座・イベント等の開催 

第２０回矢板市福祉のつどい 

①日 時 令和７年１２月１５日（月） 

②表彰者 個人４名、１事業所 

 

18．善意銀行 

市民からの善意の金品等を預かり、生活困窮者や預託者の希望先に払い出しを行った。 

受払状況 

 金  銭  預  託 （円） 物品預託（件数） 

前年度繰越 １，６９６，７０５  

本年度預託 寄附１１件       ５６，８０２ １０１件 

貸付償還金 ８７８，０００  

預 金 利 子              ３，６３８  

雑 入      ０  

計 ２，６３５，１４５  

通信運搬費              ７，４５２  

手 数 料              ４，５００  

払 い 出 し 援護資金貸付３０件  ５７０，０００ １０１件 

計   ５８１，９５２  

差 引 残 高 ２，０５３，１９３  

 

※物品預託 

食料品関係：米､じゃがいも､里芋､野菜､かぼちゃ､乾麺､缶パン､調味料､油､ラーメン他 

衣料品関係：肌着､タオル､雑巾､大人用紙おむつ・尿吸収シート他 

そ の 他：マスク、車椅子、切手、携帯トイレ、洗口液、保存水、手提げ袋・折り紙 

台所スポンジ他 


